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第12号

穂いもちに対する品種の抵抗性検定方法に関する研究

第2報，接種時の気象条件と穂いもち発生との関係

鈴木幸雄

(農林省北陸農業試験場）

穂いもちの発生は，出穂期前後の気象環境によって左
2）5〉刀8》

右されることが認められている。1両1じょうに，穂し､もち

抵抗性検定のために，野外で行なうI!尚霧接種の場合その

ときの気象環境によっては，いもち病菌の発芽侵入が阻

害され，接種効率の低下することが考えられる。

環境因子によって余り左右されずに，頚いもちの抵抗

性を検定する方法として，綿巻接種，および，切断した
8》

穂を試験管内で発病させる方法などが試みられた。しか

し，これらは，能率的な直接検定という観点からすれ

ば，適当な方法とは考えられない。そこで，噴霧接種の

場合，接種後の気象環境が，どの程度，穂いもちの発生

に影霧するかを検討し，より効果的な喰霧接種法を見出

そうとして試験を行なった。本試験では，とくに，接種

時の天候，時刻と発病との関係，ならびに，接種後，湿

室に静置した場合の発病について検討を行なった。

第2表接磁後1～3日間の気象表
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第3表晴雨日別噴霧接秘と穂いもち発病との

関係I晴，雨天日接種と発病との関係

晴天日と雨天日に接種した場合に穂いもちの発病はど

のように変化するかについて検討を行なった。

試験方法供試品種は農林1号，藤坂5号，農林43

号，千秋楽とし,1/5000aポットを使用して4月12日播

種，5月19日に挿扶した。試験区の構成は第1表の通り

である。

第1表 試 験 区 の 櫛 成
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終始した。しかし，晩生品種の晴天日接種区（8月23日）

は，接種時には曇天となり夜間に至り降雨あり，晴天日

接種としての条件は充足されなかった。一方，早生，お

よび晩生品種を対象にした雨天日接種区は，日照時数少

なく降雨あり，試験区としての条件は満足すべき状態に
あった。

これに対し，穂いもちの発生は，第3表に示したとお

り，晩生品種では発生が多く，早生品種では，やや少な

かった。晴天日接種区と雨天日接種区の比較では，いず

れの品種も雨天日接種区において発病が多く，本試験の

場合，4品種，平均して'0％の発病穂率の増加が認めら
れた。

このことから，穂ぃもちを対象にした噛霧接種の場

合，接種日が雨天日（降雨雄2.3～4.0mnlで比較的少な

い時）であれば，穂いもちの発生が多くなり，接穂効率

－ 一 － － －
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供試菌はH6301菌(1963年当場苗代の罹病葉より分

離）とし，大麦穀粒培地を用い，常法に従て，胞子を形

成させた。接種液の胞子漉度は，0.1mrna中，約30ケに

なるように調整し，杓子型噛霧器で接種したものであ

る。

賦験結果第2表および第3表の通りである。

結果の考察接穂後1～3日間の気象状況は，第2

表に示すとおりである。すなわち，早生品稚を対象にし

た，晴天R接種区（7月31日）は高温乾燥の夏型天候で
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結果の考察接種後の経過を，朝方接種区（8時～

18時）と，夕方接種区（18時～翌朝6時まで）に，区別

して比較すると，早生品種の場合，夕方接種区の気温

は，5.8.C低く，湿度は，18％高く，日射通は当然少な

かった。また,I蝋霧した胞子液を観察した結果によれ

ば，附着した胞子滴は，朝方に接種した場合，約30分

で，夕方に接種した場合，約1時間で乾燥する状況で極

めて低湿度であった。その後，夜に入っても湿度は，か

なり低く，翌朝3時の観測では87％を示し，当初，予想

した湿度より，かなり低く経過した｡しかし，晩生品種

の場合，夕方接趣区は，気温3.9.C低く，湿度は18％高

く，さらに夜半には，約2mmの降雨があったので，日

中と夜間の気象条件は，かなり対照的な経過を示した。

これに対し，穂いもちの発生は，第6表に示すとお

り，感受性品種農林43号では，接種の効果が強くあらわ

れ多発したが，他の品種では，発病穂率20％以下で少な

かった。

つぎに，朝方接種区と夕方接種区を比較すると，藤坂

5号をのぞく他の品種では，いずれも，夕方接種区にお

いて発病が多かった。概して，早生品種の試験では，発

病が少なかったので，比較が困難であるが，農林1号は
夕方接種区の発病が，わずかに多く，藤坂5号では逆

に，朝方接種区の発病が多かった。これに対し，晩生品

種の農林43号では，朝方接種と夕方接種区の間に明かな

差が認められ，夕方接種区は発病穂率で約20％多かっ
た。また，穂いもち抵抗性品種である千秋楽において
も，発病は少なかったが，上記と同様な傾向が認められ
た。

以上，早生品種と晩生品種では，接種時刻と発病との

関係が，前者の場合，朝方接種と夕方接種区の間に差が
なく，後者の場合は，夕方接種区の発病が多かった。こ
れは，接種時の気象，とくに，後記する接種時の空気湿

度の相違によると思われた。すなわち，接種時刻による
差があまりなかった早生品種の場合は，接種当日（7月

31日）の夕方の湿度は65％，翌朝3時の湿度は87％で，

夕方から夜間にかけての湿度が極めて低く，比較的乾燥
した環境で経過した朝方接種区と，夕方接種との，湿度
環境に大きな差のなかったことが，発病差を少なくした

原因であるように判断された。従って，一般的な傾向と
しては，朝方に接種するよりも，日射逓少なく，低温，
多湿の条件で経過する夕方に接種する方が，穂ぃもち発
生を多くすると考えられる。

が高くなるようでとくに，この傾向は罹病性品種におい

て著るしい。

Ⅱ接種時刻と発病との関係

穂いもち検定のために噴霧接種を行なう場合，気温高

く乾燥した日中を経過することとなる朝方に接種した場

合と，逆に，比較的，気温が低く多湿な夜間を経過する

ようになる夕方に接種した場合で，その後の発病が，ど

のように変化するかを検討した。

試験方法供試品種，栽培法，供試菌ならびに接種

胞子液の調製方法は，前試験と同じであり，試験区の構

成は第4表の通りである。

第4表試験区の榊成
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試験結果第5表および第6表の通りである。

第5表接種直後の昼間および夜間の気象状況
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第6表接翻時刻と穂いもち発病との関係
Ⅲ接種後の湿度と穂いもち発病との関

係

接種後の稲を，飽和状態の湿室に搬入した場合と，比
較的湿度の低い接種箱（蛇室）に搬入した場合の,,穂い
もち発生を比較検討した。

試験方法供試品種，栽培法，供拭菌ならびに接菰
胞子液の調製方法は，前試験と同じで，試験区の構成は

一宇一一
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第7表の通りである。

第7表試験区の榊成
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か。

いもち菌の胞子発芽と，空気湿度との|則係について
は，湿度96％においては発芽するが，92％では発芽しな
いこと，および，寄主体侵入は，葉いもちの場合，飽和
状態のときにのみ行なわれ，91％では著しく阻害される】》3）4》

との報告がある。今回行なった，穂いもちの試験では，
100％の湿室と，94％の乾室に24時間静置した場合の発
病穂率は，ほぼ，同じ程度であり，葉いもちの場合と多
少異なるようである。このことは，葉と穂の相違のほ
か，空気湿度が94％，または，それ以上の場合は，たと
え，飽和状態でなくとも，植物体上に附蒲している胞子
には，植物体表面からの水分蒸発によって，発芽ならび
に，寄主体侵入に必要な湿度は，供給される結果による
ものと推察される。

また，湿室区では，噴霧胞子液が，穂首，枝梗の部分
に，水滴のまま24時間は，確実に附治しているのが観察
されたが，このように，いもち菌の発芽侵入には最良と
思われる条件においても，千秋楽，および藤坂5号は，
発病が極めて少なかったので，これは，明かに品麺の抵
抗性を示したものと考えられる。

これらのことから，噴霧接種後24時間は，可及的に湿
度の高い条件におくことが発病を多くし，しかも，品種
のもつ抵抗性を発現させて，検定を容易にすることがで
きると思われる。

_二一一一一

接種月日｜湿試醗区名｜供試品甑’ ｜傭度％ 考

。…“”““灘譽磁”
よび頃霧して湿度

湿 室 を 高め，接穂後は
農43,千秋楽8月理日100密閉した。

膣黒磯一簿職
乾室

焦処理｜同上’一’
駐湿室ならびに乾室の大きさは,118cm×1“cm×7にmであ

り，これに24時間師匠後，屋外に搬出した。

試験結果第8表および第9表の辿りである。

第8表接種後1～3日間の気象表
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第9表接種後の湿室，乾室搬入と穂いもち発

病との関係
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野外で，穂いもち発病のために噛霧接種を行なう場
合，その期日は，供試品種の出穂日，ならびに，いもち
菌胞子の培養準備などの関係から，数日前に決定される
その結果，接種環境としては，必ずしも好適とは思われ
ない日に接種を実施することがある。また9I噴霧接種を
行なう時刻は，いもち菌胞子の発芽侵入の難易を考應し
て，比較的，低温多湿な夕方に行なうのを術法としてい
るが，フエーン風などの異状気象のために，夜間でも高
温，かつ，低湿度で経過する場合がある。これらは，い
ずれも，実験回次による試験結果の変動の一要因になる

鯉露蝿職崗撫蕊駕蜜蝋の

があり，それぞれ，密接な関係のあることを示唆してい
るが，本実験結果においても，接種時の天候，時刻によ
っては,穂いもちの発生に，かなりの変動がみられ，そ
れには，空気湿度の相違が，1つの大きな要因として関
与していることが考えられた。
これらのことから，穂ぃもち抵抗性検定のために行な

う噴霧接種は，可及的に多湿な環境を選んで実施するこ
とが必要であり，試験結果は，気象要因に充分留意の上
解析しなければならないと考えられる。
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結果の考察はじめに，接種後24時間の湿度環境につ

いてみると，湿室区は100%であったのに対し，乾室区

は早生品種の場合は80％，晩生品種の場合は94％で経過

し，早生と晩生の場合とでは，若干，条件が異なった。

これは，早生品種を試験対象にした7月31日は，高温乾

燥の夏型天候であったのに反し，晩生品種を対象にして

試験を行なった8月22日は，日照時数極めて少なく，降

雨があったためと思われる。なお，処理後，野外に搬出

してからの気象状況は第8表に示すとおりである。

これに対し，穂いもちの発生は第9表に示すとおり，

品種によって発病の程度が異なり，感受性品種農林1号

および農林43号では，かなり多発した。また，処理区間

では，湿室ならびに乾室とも，よく発病したが，全般的

に湿室区は乾室区よりも発病が多かった。この傾向は，

農林1号および藤坂5号において明瞭であったが，晩生

品穂の農林43号および千秋楽では，湿室区と乾室区の間

にほとんど差がなかった。この原因については，前述し

たように，接種当日の天候によって乾室内の湿度が94％

を示し，比較的，高かったことによるのではなかろう

V摘要

穂いもち抵抗性検定のため行なうI職霧接種は，穂揃期
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の曇，雨天日を選ぶか，夕方に行なうと接種効率を高

め，かつ，接種後，飽和状態などの，かなり多湿な条件

におくことは，さらに発病を多くする。このことは，感

受性品種において著しく，抵抗性品種では，その影響が

少ない。また，接種環境の強度による品種間抵抗性の序

列の撹乱はあまりないようである。
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病害虫研究年報，3，30．7．西門義一（1926）：病

菌害虫蕊報，15．8．小野小三郎，鈴木穂稜（1960）

：病害虫発生予察特別報告第4号，別刷．

＝、

ストマイ処理による稲黄化萎縮病治療の展示的検討結果

福 田 忠 夫 ・ 伊阪実人

（福井県立農聯試験場）

うであった。さらに各種薬剤で長時間浸根処理を行なっ

たがその結果は第2表の如く，やはりいずれの薬剤も治

療効果を示さなかった。

イネの病害の中，最も防除の困難視されている本病の
1）

治療について，島田らは1962年，ストマイ剤の使用によ

って，治癒することを見出した。そこで筆者らも福井県

下の本病防除対策に取り上げるため，現地ほ場において

展示的な治療試験を行なったので，その結果をここに紹
介したい。

本試験の施行に当り，御指導を賜わった，本場病虫課

長，友永富博士・奈須田和彦技師に厚くお礼申し上げた
い。

Ⅱ各種薬剤の潅注による治療の検討

試験方法1963年遅植地帯の水苗代に発病した品種，

マンリョウを6月24日採集し，本田に移植した植付本数

は2本植とし，肥培管理は慣行に準じた。薬剤潅注は苗

第1表各種薬剤による病苗の浸根処理と治療

効果
I各種薬剤による病苗の浸根処理試験

試験方法1963年福井市木田町において品種，ホウ

ネンワセおよびマンリョウの発病苗代から罹病苗を採集

し第1表に示した各薬液に所定時間浸根処理を行なっ
た。経15cmのシャーレ2個に薬液400ccずつを入れ，ま

ずその1個に浸根し，しばらくしてつぎのシャーレに移
して苗に附着している水分によって，薬液濃度が低下す
るのを防いだ。

処理苗は各50本ずつ用い，処理は実験室内で行なった
が処理時の液温は20｡Cであり，関係湿度は94%(第1
表）と88％（第2表）であった。処理後は直ちに本田に
移しその後の生育状況を観察した。

植付時期は，ホウホンワセが5月17日，マンリヨウは
5月18日で各々 2本植とし，肥培管理は佃行に準じた。
調査は各区20株につき健全茎抽出率，健全株率を調査し
た。

賦験結果各種薬剤の所定濃度で1～3時間の浸根処
理を行なった結果は第’表のように発病苗からはいずれ
も健全茎の抽出がみられたが，その抽出株率は低く，薬
剤処理による治療効果の判定はできなかった。しかし，

カナマイシン銅による処理はやや腿全茎の抽出が多いよ

供蔵薬剤鎧よび”漫度｜処理時間|総茎散|健全茎率|箪全茎抽出株
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注関査月日，9月9日

品蝕，ホウネソワセ
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